
（７） 土　木　費



.



円

円

円

円

円

円

施策の内容、実績、及び効果

県が実施する県道改良工事について、負担金を支払う。
令和元年度
・主要地方道　田所国府線県単道路整備事業　整備工事1式、計画検討業務1式
・一般県道　あけぼの通り線県単街路事業　舗装工1式、付属施設工1式

一般会計

款 08 土木費

担当部署
〔R2部署〕

事　業　名 県道新設改良事業 予
算
科
目

会計 01

建設政策課 国県事業推進係 目 04 道路新設改良費

土木建設課 国県事業推進係 項 02 道路橋梁費

事業費 3,750,000 事
業
の
目
的
・
目
標

　生活圏の拡大と市民の利便性の向上を
図るため、地域の幹線道路である県道の
整備を推進する。

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源 3,750,000

750,000

事業費（円） 負担率 負担額（円）

主要地方道　田所国府線 有福温泉町 県単 20,000,000 15/100 3,000,000

路線名 箇所 内容

一般県道あけぼの通り線 江津町 都市関連 5,000,000 15/100

舗装工　1式　附帯工　1式 付帯施設工　1式　工損調査　１式

合　計 25,000,000 3,750,000

県道新設改良事業費　負担金

県道田所国府線 県道あけぼの通り線
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円

円

円

円

円

円

施策の内容、実績、及び効果
○事業内容及び実績

●橋梁補修工事
市道鹿賀松ヶ崎線（鹿賀大橋）
市道川戸原線（志谷橋）
市道江津敬川海岸線（水尻洋橋）
市道嘉久志久保川線（土床橋）
市道千金濁畑線（千金橋）

●橋梁定期点検業務
５３橋（うち４橋コンサルタント委託）

●橋梁補修工事設計書作成業務

※事務費は補助対象外

令和元年度橋梁点検状況

健全度　Ⅰ ３９橋
健全（補修の必要なし）

健全度　Ⅱ ９橋
経過観察段階（軽微な損傷はあるが、構造物の機能に障害は無い）

健全度　Ⅲ ５橋
早期措置段階（損傷が見られ、補修を行う必要がある）

健全度　Ⅳ ０橋
緊急措置段階（構造物の機能に障害があるため、緊急に対策を行う必要がある）

一般会計

款 08 土木費

担当部署
〔R2部署〕

事　業　名 橋梁長寿命化事業 予
算
科
目

会計 01

土木建設課 建設工務係 目 05 公共道路事業費

土木建設課 道路河川係 項 02 道路橋梁費

単位：円

事業費 31,769,760 事
業
の
目
的
・
目
標

　「江津市橋梁長寿命化修繕計画」に基
づき、５年に１度の定期点検を実施する
とともに、点検により損傷が確認された
橋梁について順次補修することで、市道
橋の長寿命化を図る。

財
源
内
訳

国庫支出金 13,117,587

県支出金

地方債 16,300,000

その他

一般財源 2,352,173

委 託 料 1,180,300 0 1,180,300 橋梁定期点検業務

区 分 R1決算額 R2繰越額 合計 備　　　　考

工 事 請 負 費 25,758,262 50,872,018 76,630,280

委 託 料 1,111,320 0 1,111,320 橋梁補修工事設計書作成業務

事 務 費 3,719,878 266,982 3,986,860 人件費、旅費、庁費

補 償 費 0 2,000,000 2,000,000

合 計 31,769,760 53,139,000 84,908,760
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円

円

円

円

円

円

施策の内容、実績、及び効果
○事業内容及び実績

●橋梁補修工事
市道黒松海岸線（倉谷新橋）
市道黒松学校線（学校橋）

※事務費は補助対象外

一般会計

款 08 土木費

担当部署
〔R2部署〕

事　業　名 橋梁長寿命化事業（繰越） 予
算
科
目

会計 01

土木建設課 建設工務係 目 05 公共道路事業費

土木建設課 道路河川係 項 02 道路橋梁費

単位：円

事業費 17,721,558 事
業
の
目
的
・
目
標

　「江津市橋梁長寿命化修繕計画」に基
づき、５年に１度の定期点検を実施する
とともに、点検により損傷が確認された
橋梁について順次補修することで、市道
橋の長寿命化を図る。

財
源
内
訳

国庫支出金 10,526,605

県支出金

地方債 6,000,000

その他 1,194,953

一般財源

委 託 料 9,856,209 0 9,856,209

区 分 H30支出額 R1決算額 合計 備　　　　考

事 務 費 2,069,175 0 2,069,175

工 事 請 負 費 28,422,240 17,721,558 46,143,798

市道黒松学校線（学校橋）

合 計 40,347,624 17,721,558 58,069,182

着工前 竣　工
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円

円

円

円

円

円

施策の内容、実績、及び効果
○事業内容及び実績

●市道都野津神村線道路改良工事 市道要対策報告箇所
歩道撤去、路側帯のカラー舗装　Ｌ＝１５５ｍ

●市道浅利黒松線側溝改良工事 累計対策済み箇所
側溝改良　Ｌ＝１７７ｍ

●市道先折居住宅線側溝改良工事
側溝改良　Ｌ＝１６８ｍ

●市道星島線道路改良工事
歩道撤去、路側帯のカラー舗装　Ｌ＝９８ｍ

●市道都野津敬川中央線交差点改良工事
側溝工　Ｌ＝２４ｍ

●安全対策工事（江津敬川海岸線）
ブロック舗装　Ａ＝８６m2

●星島踏切道拡幅工事委託
●市道神主敬川堺線（堺踏切）改良工事測量設計業務

※事務費は補助対象外

一般会計

款 08 土木費

担当部署
〔R2部署〕

事　業　名 通学路整備事業 予
算
科
目

会計 01

土木建設課 建設工務係 目 05 公共道路事業費

土木建設課 道路河川係 項 02 道路橋梁費

事業費 72,762,637 事
業
の
目
的
・
目
標

　平成26年度に策定した「江津市通学路
交通安全プログラム」により、安全確保
のための対策を実施し、通学児童の安全
確保を図る。財

源
内
訳

国庫支出金 37,439,226

県支出金

地方債

単位：円

34,300,000

その他

一般財源 1,023,411

124箇所

70箇所 (56%)

委 託 料 30,020,000 34,572,000 64,592,000

区 分 R1決算額 R2繰越額 合計 備　　　　考

補 償 費 2,542,200 5,457,800 8,000,000 物件移転補償費

工 事 請 負 費 32,834,000 54,574,000 87,408,000

着工前 施工中(繰越)

市道先折居住宅線側溝改良工事

事 務 費 7,366,437 528,343 7,894,780 人件費、庁費

合 計 72,762,637 95,132,143 167,894,780
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円

円

円

円

円

円

施策の内容、実績、及び効果
○事業内容及び実績

●市道都野津神村線道路改良工事
工事延長　Ｌ＝１６７ｍ、側溝工　Ｌ＝２５３ｍ
路側帯のカラー舗装　Ａ＝２９６m2、

●市道水尻川2号線ほか道路改良工事
工事延長　Ｌ＝４２９ｍ、側溝工　Ｌ＝８３０ｍ

●市道ウナギ谷線側溝改良工事
側溝改良　Ｌ＝５３ｍ

●交通安全対策工事（江津地区）
ブロック舗装　Ａ＝５８m2、区画線工　Ｌ＝３，７５０ｍ

※事務費は補助対象外

一般会計

款 08 土木費

担当部署
〔R2部署〕

事　業　名 通学路整備事業（繰越） 予
算
科
目

会計 01

土木建設課 建設工務係 目 05 公共道路事業費

土木建設課 道路河川係 項 02 道路橋梁費

単位：円

事業費 52,589,368 事
業
の
目
的
・
目
標

　平成26年度に策定した「江津市通学路
交通安全プログラム」により、安全確保
のための対策を実施し、通学児童の安全
確保を図る。財

源
内
訳

国庫支出金 31,162,504

県支出金

地方債 19,800,000

その他 1,626,864

一般財源

委 託 料 13,628,520 0 13,628,520

区 分 H30支出額 R1決算額 合計 備　　　　考

用 地 費 6,089,355 0 6,089,355

工 事 請 負 費 27,820,000 52,047,220 79,867,220

事 務 費 4,614,396 118,148 4,732,544 庁費

補 償 費 0 424,000 424,000 物件移転補償費

市道都野津神村線道路改良工事

合 計 52,152,271 52,589,368 104,741,639

着工前 竣　工
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円

円

円

円

円

円

施策の内容、実績、及び効果
○事業内容及び実績

●市道田の原３号線道路改良工事
工事延長　Ｌ＝２９７ｍ、側溝工　Ｌ＝５０３ｍ、路盤工　Ａ＝９４５m2

※事務費は補助対象外

一般会計

款 08 土木費

担当部署
〔R2部署〕

事　業　名 田の原３号線道路改良事業 予
算
科
目

会計 01

土木建設課 建設工務係 目 05 公共道路事業費

土木建設課 道路河川係 項 02 道路橋梁費

単位：円

事業費 7,302,199 事
業
の
目
的
・
目
標

　川平地区土地利用一体型水防災事業に
伴い、再配置（Ｃ・Ｄブロック）地内に
おける区画道路の道路改良事業を実施す
る。財

源
内
訳

国庫支出金 3,537,000

県支出金

地方債 3,765,000

その他

一般財源 199

工 事 請 負 費 6,550,000 12,450,000 19,000,000

区 分 R1決算額 R2繰越額 合計 備　　　　考

事 務 費 752,199 196,865 949,064 人件費、庁費

合 計 7,302,199 12,646,865 19,949,064
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円

円

円

円

円

円

施策の内容、実績、及び効果
○事業内容及び実績

●市道上津井線擁壁補修工事
工事延長　Ｌ＝２０ｍ、ブロック積工　Ａ＝６３m2

●市道上津井線路肩補修工事
工事延長　Ｌ＝５２ｍ、ブロック積工　Ａ＝１２１m2

一般会計

款 08 土木費

担当部署
〔R2部署〕

事　業　名 道路ストック修繕事業（繰越） 予
算
科
目

会計 01

土木建設課 建設工務係 目 05 公共道路事業費

土木建設課 道路河川係 項 02 道路橋梁費

単位：円

事業費 14,999,600 事
業
の
目
的
・
目
標

　江津市道の道路ストック（法面、道路
付属物等）について、第三者被害の防
止、施設の長寿命化を図るため、道路ス
トック総点検の結果をもとに補修を行
う。

財
源
内
訳

国庫支出金 8,099,784

県支出金

地方債 6,200,000

その他 699,816

一般財源

工 事 請 負 費 0 14,999,600 14,999,600

区 分 H30支出額 R1決算額 合計 備　　　　考

市道上津井線擁壁補修工事

合 計 0 14,999,600 14,999,600

着工前 竣　工
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円

円

円

円

円

円

施策の内容、実績、及び効果
○事業内容及び実績

●江津市道路防災点検(安定度調査)業務
１９路線　５５箇所

●災害防除工事測量設計業務
１路線　３箇所

安定度調査結果

一般会計

款 08 土木費

担当部署
〔R2部署〕

事　業　名 落石対策事業（繰越） 予
算
科
目

会計 01

土木建設課 建設工務係 目 05 公共道路事業費

土木建設課 道路河川係 項 02 道路橋梁費

単位：円

事業費 35,055,900 事
業
の
目
的
・
目
標

　平成８年度に実施した道路防災総点検
の危険個所及び落石が頻繁に発生してい
る箇所について安定度調査を行い、調査
結果をもとに災害防除工事を行う。財

源
内
訳

国庫支出金 18,904,638

県支出金

地方債 6,200,000

その他 9,951,262

一般財源

委 託 料 0 35,055,900 35,055,900

区 分 H30支出額 R1決算額 合計 備　　　　考

35,055,900 35,055,900

要対策 ２６箇所 ５箇所 ３１箇所

　　　対象項目
結果

落石・崩壊 岩盤崩壊 合計

合 計 0

監視強化 ２０箇所 １箇所 ２１箇所

対策済 ２箇所 １箇所 ３箇所

監視強化
将来的には対策が必要となる場合が想定されるが、当面「防
災カルテ」による監視等で管理していく箇所

対策済 対策が実施された箇所

合計 ４８箇所 ７箇所 ５５箇所

要対策 災害に至る可能性のある要因が認められる箇所
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円

円

円

円

円

円

施策の内容、実績、及び効果

波積ダム建設に伴う、地域整備協定に基づく施設整備等を行う。
令和元年度
・波積地域コミュニティ交流センターグラウンド整備工事
　　グラウンド整地工　A=1,600㎡、付属施設工1式

一般会計

款 08 土木費

担当部署
〔R2部署〕

事　業　名 波積ダム建設促進事業 予
算
科
目

会計 01

建設政策課 国県事業推進係 目 01 河川総務費

土木建設課 国県事業推進係 項 03 河川費

事業費 4,394,950 事
業
の
目
的
・
目
標

　ダム事業と共に地元地域の活性化を図
る施設を整備する。

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

その他 4,394,950

一般財源

施設管理業務委託、施設修繕

令和元年度　波積地域コミュニティ交流センターグラウンド整備工事

工事請負費 波積町本郷 3,995,200
波積地域コミュニティ交流セン
ターグラウンド整備工事

予算科目 施工箇所 R1決算額（円） 備考

委託料 波積町本郷 299,750

グラウンド整地工　A=1,600㎡　附帯工　1式

負担金及び負担金補助 波積町本郷 100,000 波積町ダム対策協議会補助金

合　計 4,394,950
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円

円

円

円

円

円

施策の内容、実績、及び効果

県が実施する付替え林道工事に対する、負担金を支払う。
令和元年度
・付替え左岸林道　土工1式、橋梁工1式、法面工1式

一般会計

款 08 土木費

担当部署
〔R2部署〕

事　業　名 波積ダム建設事業 予
算
科
目

会計 01

建設政策課 国県事業推進係 目 01 河川総務費

土木建設課 国県事業推進係 項 03 河川費

事業費 10,393,000 事
業
の
目
的
・
目
標

　波積ダム建設事業に伴い、水没する林
道を付け替える必要があり、森林施業に
必要なインフラを回復するため、付替え
林道を開設するための事業である。財

源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債 10,300,000

その他

一般財源 93,000

事業費（円） 負担率 負担額（円）

付替え左岸林道（橋梁含む） 波積町本郷 改良 55,821,324
年度間
協定額

10,393,000

路線名 箇所 内容

付帯施設工　1式 橋梁附帯工　1式

合　計 55,821,324 10,393,000

付替え林道負担金
付替え左岸林道 付替え林道岩瀧寺線
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円

円

円

円

施策の内容、実績、及び効果
○事業内容及び実績

施工河川
八戸川、新川、水尻川、敬川、北川、東川、長良川、奥谷川

施工内容
河川除草工　Ａ＝４９，５８０㎡
伐木処分等　Ａ＝５０１㎡

一般会計

款 08 土木費

担当部署
〔R2部署〕

事　業　名 県河川浄化対策事業 予
算
科
目

会計 01

土木建設課 維持工務係 目 02 河川維持費

土木建設課 道路河川係 項 03 河川費

単位：円

事業費 6,499,440 事
業
の
目
的
・
目
標

　県が管理する河川において、草木等の
伐採を行い、河川環境の改善を図る。

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金 3,249,000

地方債

その他

一般財源 3,250,440

県河川浄化事業（八戸川）

区 分 R1決算額 備　　　　考

委 託 料 6,499,440

合 計 6,499,440

着工前 竣　工
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円

円

円

円

円

円

施策の内容、実績、及び効果

旧川平駅前より下流地域の堤防及び宅地嵩上げ
令和元年度

・国交省アロケ工事負担金、急傾斜地崩壊対策事業負担金、用地取得1式

一般会計

款 08 土木費

担当部署
〔R2部署〕

事　業　名 土地利用一体型水防災事業 予
算
科
目

会計 01

建設政策課 国県事業推進係 目 03 河川改良費

土木建設課 国県事業推進係 項 03 河川費

事業費 19,552,716 事
業
の
目
的
・
目
標

　これまで、一級河川江の川の増水によ
り、幾度となく川平地区が冠水して被害
をもたらしている。国交省・関係する地
権者・推進協議会と協議を行い、JR三江
線川平駅より、下流区域（C・Dブロッ
ク）の合意が得られた事から、国交省と
江津市が一体となって行う。

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債 18,835,000

その他

一般財源 717,716

旅費、役務費、需用費等

令和元年度　川平地区土地利用一体型水防災事業

公 有 財 産
購 入 費

2,991,624 0 用地取得費

区　　　分 R1決算額（円） R2繰越額（円） 備　　考

事 務 費 164,032 0

国交省アロケ工事負担金　宅地盛土1式・急傾斜地崩壊対策事業負担金　法面工1式

負 担 金 16,397,060 17,386,380
現年：急傾斜負担金、国交省負担金
繰越：国交省負担金

合 計 19,552,716 17,386,380
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円

円

円

円

円

円

施策の内容、実績、及び効果

旧川平駅前より下流地域の堤防及び宅地嵩上げ
令和元年度

・国交省アロケ工事負担金、急傾斜地崩壊対策事業負担金、用地取得1式

一般会計

款 08 土木費

担当部署
〔R2部署〕

事　業　名 土地利用一体型水防災事業（繰越） 予
算
科
目

会計 01

建設政策課 国県事業推進係 目 03 河川改良費

土木建設課

事業費 24,199,560 事
業
の
目
的
・
目
標

　これまで、一級河川江の川の増水によ
り、幾度となく川平地区が冠水して被害
をもたらしている。国交省・関係する地
権者・推進協議会と協議を行い、JR三江
線川平駅より、下流区域（C・Dブロッ
ク）の合意が得られた事から、国交省と
江津市が一体となって行う。

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債 24,100,000

その他

R1決算額（円）

国県事業推進係 項 03 河川費

99,560

一般財源

平成30年度川平地区土地利用一体型水防災事業
国交省アロケ工事負担金　宅地盛土1式

備　　考

負 担 金 0 24,199,560 国交省アロケ工事負担金

合 計 0 24,199,560

区　　　分 H30支出済額（円）
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円

円

円

円

円

円

施策の内容、実績、及び効果
○事業の内容

● 事業期間：平成30年度～ 令和4年度(5年間) 【進捗率：2％】
● 概算事業費：244,700千円（国庫補助対象額、事務費除く）
● 令和元年度（平成30年度繰越）：川越地区復興まちづくり計画策定業務　Ｎ＝1式

一般会計

款 08 土木費

担当部署
〔R2部署〕

事　業　名 都市防災総合推進事業（繰越） 予
算
科
目

会計 01

建設政策課 建設企画係 目 01 都市計画総務費

都市計画課

事業費 4,928,000 事
業
の
目
的
・
目
標

　平成25年8月23日からの大雨及び平成30
年7月の西日本豪雨により被災した桜江町
川越地区において、これら2つの災害を教
訓としたまちづくり及び地域活力の早期復
興に向けた事業等を検討するため、復興ま
ちづくり計画を策定する。
また、旧川越小学校校舎を解体・撤去した
のち地盤を嵩上げ、進入路、広場、駐車場
及び避難所兼地域交流施設の整備を行う。

財
源
内
訳

国庫支出金 2,464,000

県支出金

地方債

その他 2,464,000

一般財源

都市計画係 項 05 都市計画費
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円

円

円

円

円

円

施策の内容、実績、及び効果
○事業の内容

● 赤瓦の住宅・街なみ絵画コンクールの実施
● 石州赤瓦利用促進事業の実施

○事業の実績
● 赤瓦の住宅・街なみ絵画コンクールの実施 ●石州赤瓦利用促進事業の実施

一般会計

款 08 土木費

担当部署
〔R2部署〕

事　業　名 地域景観形成促進事業 予
算
科
目

会計 01

建設政策課 建設企画係 目 01 都市計画総務費

都市計画課 都市計画係 項 05 都市計画費

単位：円

事業費 6,098,116 事
業
の
目
的
・
目
標

　本市の特徴ある赤瓦景観を活かしたま
ちづくりを推進していくため、赤瓦に対
する意識の向上を図り、活力に満ちた景
観まちづくりの展開へつなげていくこと
を目標とする。

財
源
内
訳

国庫支出金 1,350,000

県支出金

地方債

その他 2,216,490

一般財源 2,531,626

区 分 予算現額 決算額 備 考
委託料 2,600,400 2,600,400

負担金補助及び交付金 3,232,000 3,082,000
事務費 434,600 415,716 旅費、庁費
合 計 6,267,000 6,098,116

　小中学生と今年度は高校生も対象として実施
し、パレットごうつにて作品展示および表彰式を
行った。
　力作が多く、各々の視点で描かれた作品を通じ
て赤瓦景観に対する意識の向上を図った。
・応募作品数:119点(小学生93点、中学生9点、高
校生17点)
・受賞作品数:26点(小学生14点、中学生5点、高
校生7点)
・作品展示:令和2年2月25日から3月7日まで
・表彰式:新型コロナウイルス感染症予防のため
中止

　平成16年10月より本事業を開始し、一定規
模以上の石州赤瓦を使用する建築物の新増築
および屋根替えに対して下記のとおり助成し
ている。

　・重点地区および重点候補地区
　　2,000円／㎡（上限40万円）
　・赤瓦景観保全地区
　　1,500円／㎡（上限30万円）
　・一般地域
　　750円／㎡（上限15万円）

　令和元年度は新増築19件、屋根替え9件の合
計28件分に対して、3,082,000円の補助金を交
付した。

作品展示
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円

円

円

円

円

円

施策の内容、実績、及び効果
○事業の内容

①住宅・公共建築物の耐震化の促進
・木造住宅耐震化促進事業

（ ）

・要安全確認計画記載建築物（通行障害既存耐震不適格建築物）耐震化促進事業

②がけ地近接等の危険住宅の移転
・がけ地近接等危険住宅移転事業

○事業の実績及び効果

【住宅の耐震化率】

事　業　名 住宅・建築物安全ストック形成事業 予
算
科
目

会計 01 一般会計

款 08 土木費

担当部署
〔R2部署〕

都市計画課 建築指導係 項 05 都市計画費

建築住宅課 指導係 目 01 都市計画総務費

その他

一般財源 527,200

　昭和５６年５月３１日以前に着工された２階建て以下の一戸建て木造住宅の耐震診断と改修
工事に係る費用の一部を助成し、耐震化の促進を図る。

事業費 2,064,200 事
業
の
目
的
・
目
標

　住宅・建築物の耐震対策、がけ地近接
等の危険住宅の移転対策などの国の補助
制度を活用し、住宅や公共建築物の最低
限度の安全性確保を図る。財

源
内
訳

国庫支出金 1,025,000

県支出金 512,000

地方債

※県の指定により対象建築物は令和７年度末までに耐震診断結果を県への報告義務あり
診断費助成：費用5/6以内　㎡単価上限あり 工事費助成：費用2/3以内　㎡単価上限あり
※義務化された建物所有者の負担軽減を図る時限付き補助金もあり。（併用可能）

　がけ地の崩壊、土石流、なだれ及び地すべりにより、住民の生命に危険を及ぼすおそれのあ
る区域内に建っている危険住宅の除却等に要する経費と安全な場所に移転するため新たに建設
する住宅（購入も含みます）に要する経費に対して助成を行い、移転の促進を図る。

除却費：上限975,000円 建築費（要借入）：上限4,650,000円

※H31年度より、補強計画費・解体除却費のメニュー追加
診断費助成：費用2/3以内　上限５万円 工事費助成：費用23/100以内　上限75万円
計画費助成：費用2/3以内　上限40万円 除却費助成：費用23/100以内　上限40万円

　島根県建築物耐震改修促進計画に記載した緊急輸送道路等に接する敷地に建築された通行に
障害をきたす恐れのある昭和５６年５月３１日以前に着工された建築物（通行障害既存耐震不
適格建築物）の耐震診断と改修工事に係る費用を助成し、耐震化の促進を図る。

土地購入費（要借入）：上限2,060,000円 敷地造成費（要借入）：上限608,000円

区分 事業名 件数 単価 予算額（円） 件数 決算額（円） 備考

耐震改修工事費助成

耐震改修工事費助成 1 750,000 750,000 0 0

耐震補強計画費助成 1 400,000 400,000 0 0

0 0

要安全確認計画記載建築物耐震化促進事業 0 0

解体除却費助成 3 400,000 1,200,000 5 1,801,000

0

150,000 5 250,000耐震診断費助成 3 50,000

0 10,960,000 0 0 0

除却費 0 975,000 0 0 0

がけ地近接等危険住宅移転事業 0 0

耐震診断費助成 0 1,490,000

2,060,000 0 0 0

建築費 0 4,650,000 0 0 0

事務費 旅費等 20,000 13,200

敷地造成費 0 608,000 0 0 0

負担金

木造住宅耐震化促進事業 2,500,000 2,051,000

土地購入費 0

2,064,200

※H25・H30住宅・土地統計調査結果より算定

H25年度末 H28年度末（計画改定時推計） H30年度末

合　計 2,520,000

耐震性なし 4,001戸 3,536戸 3,271戸
耐震化率 59.1% 62.6% 65.8%

住宅総数 9,780戸 9,443戸 9,550戸
耐震性あり 5,779戸 5,907戸 6,279戸
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円

円

円

円

円

円

施策の内容、実績、及び効果

○事業の内容

○事業の実績及び効果

平成31年４月１日～令和２年3月31日受付
件 （ 円 ）
件 （ 円 ）
件 （ 円 ）
件 （ 円 ）
件 （ 円 ）
件 （ 円 ）

一般会計

款 08 土木費

担当部署
〔R2部署〕

事　業　名 建築確認事務費 予
算
科
目

会計 01

建築住宅課 指導係 目 01 都市計画総務費

都市計画課 建築指導係 項 05 都市計画費

　建築基準法に基づく建築物の確認及び完了検査の申請に対する審査業務などの建築指導行政の一部
を処理する。

事業費 789,414 事
業
の
目
的
・
目
標

　限定特定行政庁を設置し、建築基準法
第６条第１項第４号に該当する建築物の
建築確認申請審査等の事務処理を行うこ
とにより、事務処理期間の短縮や建築相
談等に対する迅速な対応など、住民サー
ビスの向上を図る。

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

その他 789,414

一般財源

　事務処理を円滑に行うため、台帳・帳簿登録閲覧システムを活用する。また、建築行政連絡会議等
の技術的助言や懸案事項の統一的見解の情報・知識を得るため研修会議に参加する。

単位：円

区分 予算現額 決算額 備考

役務費 213,000 205,000 賠償責任保険料
使用料 217,000 208,462 データーベースシステム利用料
事務費 383,000 375,952 旅費、需用費、負担金

合　計 813,000 789,414 　

・建築確認申請件数・・・ 53 620,880
・（計画変更）件数・・・ 10 71,250
・完了検査申請件数・・・ 48 672,000
・許認可申請件数　・・・ 1 27,200
・その他申請件数　・・・ 2 12,000
　　　　　合計件数・・・ 114 1,403,330
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円

円

円

円

円

円

施策の内容、実績、及び効果

○事業の内容

○事業の実績及び効果

A

B

C

D

一般会計

款 08 土木費

担当部署
〔R2部署〕

事　業　名 空家対策事業 予
算
科
目

会計 01

建築住宅課 指導係 目 01 都市計画総務費

都市計画課 建築指導係 項 05 都市計画費

　空家特措法が施行され、法に基づく行政事務を行うこととなり、条例制定により関係者の連携・協
力によって空家発生の未然防止や適正管理などの総合的な撤去や行政法的対応で良好な住環境を維持
する。

事業費 8,591,950 事
業
の
目
的
・
目
標

　平成27年5月26日「空家等対策の推進
に関する特別措置法」が完全施行され
た。
　市民の生命、身体、財産及び生活環境
に対する重大な損害の発生防止をするた
め、空家等の発生の予防、適正な管理及
び活用を計画的かつ総合的に対策を図
る。

財
源
内
訳

国庫支出金 4,284,000

県支出金

地方債

その他

一般財源 4,307,950

　・江津市空家等の適正管理に関する条例（平成30年4月）制定
　・空家等実態調査（令和元年度）

単位：円

区分 予算現額 決算額 備考

委託料 8,569,000 8,569,000 空家等実態調査業務
事務費 82,000 22,950 報酬、旅費、需用費、役務費、使用料、負担金等

合　計 8,651,000 8,591,950 　

内訳 件数 備考

現地調査を行った空家等候補建築物 2,749件

空家と思われる建築物 2,092件

居住なし 1,215件

空家の可能性あり 800件

判定困難・不可 77件

空家でなかった建築物 657件

居住あり 657件

解体済・建物なし 324件

内訳 件数 備考
危険度判定 2,092件 江津市空家等の適正管理に関する条例施行規則第8条による判定

問題なし・一部修繕が必要 1,126件 評点50点未満

老朽化が激しい 553件 評点50点以上100点未満

危険度が高い 285件 評点100点以上

隣接し危険度が高い 128件 評点100点以上かつ隣接との離れが概ね3ｍ未満
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円

円

円

円

円

円

施策の内容、実績、及び効果
○事業内容及び実績

●江津中央公園江津市民球場フェンス改修設計業務
●江津中央公園江津市民球場フェンス改修工事

フェンス改修　Ｌ＝４５．９ｍ
●江津中央公園江津市民球場防球フェンス設置工事

出入口防球フェンス設置　Ｈ＝５ｍ、Ｌ＝１３ｍ

一般会計

款 08 土木費

担当部署
〔R2部署〕

事　業　名 公園施設長寿命化事業 予
算
科
目

会計 01

土木建設課 維持工務係 目 02 都市公園管理費

都市計画課 都市計画係 項 05 都市計画費

事業費 8,046,000 事
業
の
目
的
・
目
標

　江津市都市公園施設長寿命化計画に基
づき、江津中央公園施設の更新を行う。

財
源
内
訳

国庫支出金 2,000,000

県支出金

地方債 6,000,000

その他

一般財源 46,000

委 託 料 648,000 設計委託料

区 分 R1決算額 備　　　　考

単位：円

フェンス改修工事 防球フェンス設置工事

工 事 請 負 費 7,398,000

合 計 8,046,000
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円

円

円

円

円

円

施策の内容、実績、及び効果
○事業の内容

● 蛭子北道路整備事業…測量設計業務　Ｎ＝1式
● 公共駐車場整備事業…測量設計業務　Ｎ＝1式
● 新庁舎前バス停整備事業…測量設計業務Ｎ＝1式
● まちづくり活動推進事業…まちづくり情報発信、屋台作りワークショップ

単位：円

旅費、庁費

一般会計

款 08 土木費

担当部署
〔R2部署〕

事　業　名 都市再生整備計画事業 予
算
科
目

会計 01

建設政策課 建設企画係 目 06 市街地整備事業費

都市計画課 都市計画係 項 05 都市計画費

事業費 28,368,000 事
業
の
目
的
・
目
標

　本整備計画を基に、道路、公園、広場
等の都市基盤施設と公営住宅の整備・充
実を図ることで、江津市の交流・賑わい
を先導し、江津市の玄関口・江津市の顔
にふさわしい中心市街地づくりを行う。

財
源
内
訳

国庫支出金 11,184,000

県支出金

地方債

工事請負費 32,000,000 0 32,000,000

16,100,000

その他

一般財源 1,084,000

区 分 予算現額 決算額
翌年度への
繰越額

備 考

委託料 25,085,500 25,085,500 0

公有財産購入費 23,240,000 0 23,240,000
負担金補助及び交付金 1,000,000 1,000,000 0

事務費 2,282,500 2,282,500 0
合 計 83,608,000 28,368,000 55,240,000

まちづくり情報発信

-133-



円

円

円

円

円

円

施策の内容、実績、及び効果

○事業の内容
【根拠法令（建築基準法）】

【事業概要】

○事業の実績及び効果

事　業　名 狭あい道路拡幅整備事業 予
算
科
目

会計 01 一般会計

款 08 土木費

担当部署
〔R2部署〕

都市計画課 建築指導係 項 05 都市計画費

建築住宅課 指導係 目 06 市街地整備事業費

その他

一般財源 785,272

　建築敷地は４ｍ以上の道路に２ｍ以上接しなければならず、４ｍ未満の道路にしか接していな
い敷地は、原則建て替えできない。（法第42条、第43条）
　しかし、建築物が立ち並んでいる幅員４ｍ未満の道路沿いにある敷地については、建築時に既
存道路の中心線から２ｍ後退した線を道路境界線とみなすことで建築可能にする救済規定があ
る。（法第42条第２項）
　その場合、その道路後退用地（後退した線と既存道路の境界線に囲まれた部分）には、建物や
これに附属する門、塀等は建築することができない。（法第44条）

事業費 1,526,272 事
業
の
目
的
・
目
標

　住宅・建築物が新増築などの建築行為
を行う際には、敷地が接道する幅員４ｍ
未満の狭あいな道路について、建築基準
法の規定により４ｍとなるよう後退しな
ければ建築することができない。
　そこで安全で良好な市街地・住環境を
形成することを目的とし、建築行為に伴
う市道の後退部分を対象に、コンクリー
ト舗装等を行う。

財
源
内
訳

国庫支出金 741,000

県支出金

地方債

市道波子14号線拡幅舗装工事 194,400 14.01 14.01

　都市計画区域内の市道認定路線で、幅員４ｍ未満の法第42条第２項の道路における道路後退用
地部分を対象に、無償使用承諾いただけた道路後退用地部分の舗装を市が行う。

区分 事業名
予算額
（円）

決算額
（円）

施工規模
備　考

延長（ｍ） 面積（㎡）

421,200 14.21 14.26

拡幅舗装工事 1,529,000 1,495,600 95.31 83.85

下も西線 407,000 25.66 26.00

　　整備前 整備後

工事請負費
市道赤羽根飯田線外拡幅舗装工事 473,000 41.43 29.58

市道波子3号線拡幅舗装工事

写真 写真

合　計 1,561,000 1,526,272

需用費 中心鋲購入 32,000 30,672
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円

円

円

円

円

円

施策の内容、実績、及び効果
○事業の内容

● 市道御幸通線測量設計調査業務Ｎ＝１式
● 用地取得Ａ＝５０．４０㎡
● 建物補償１件

単位：円

一般会計

款 08 土木費

担当部署
〔R2部署〕

事　業　名 住環境整備事業（東高浜市街地整備事業） 予
算
科
目

会計 01

建設政策課 建設企画係 目 06 市街地整備事業費

都市計画課 都市計画係 項 05 都市計画費

事業費 43,755,000 事
業
の
目
的
・
目
標

　東高浜地区は、狭い地域に老朽化した
木造住宅等が密集している地区であり、
利便性の高い駅前地区にありながら人口
減少・高齢化が著しく進行している。こ
の地区の人々が、安全で快適な利便性の
高い生活を営むように生活道路、公園、
共同住宅の整備を行う。

財
源
内
訳

国庫支出金 18,219,000

県支出金

地方債 20,100,000

その他 5,355,000

一般財源 81,000

備 考
Ｈ30繰越 Ｒ１

区 分 予算現額
決算額

委託料 15,160,140 10,881,140 4,279,000

物件移転補償費 26,171,000 26,170,703
 用地取得費 1,119,000 1,118,880

合 計 44,018,000 10,955,000 32,800,000
事務費 1,567,860 73,860 1,231,417 旅費、庁費

建物撤去前 建物撤去後
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円

円

円

円

円

円

施策の内容、実績、及び効果
○事業の内容

● 住宅修景助成

● 修景対象範囲

○事業の実績
● 住宅修景助成

一般会計

款 08 土木費

担当部署
〔R2部署〕

事　業　名 住環境整備事業(本町街なみ整備事業) 予
算
科
目

会計 01

建設政策課 建設企画係 目 06 市街地整備事業費

都市計画課 都市計画係 項 05 都市計画費

事業費 584,000 事
業
の
目
的
・
目
標

　江津本町地区の歴史や文化を活かしな
がら良好な住環境を整備し、地区の活性
化と定住促進を図る。

財
源
内
訳

国庫支出金 292,000

県支出金

地方債

・外壁
・軒、庇
・建具
・玄関ポーチ

令和元年度は要綱に基づく修景整備基準に適合した下記1物件に対し、補助金を交付した。

その他

一般財源 292,000

　平成19年度に定めた「江津本町地区街なみ環境整備事業補助金交付要綱」に基づき、地域の特
性を活かした街なみ景観の向上に取組むこととしている。

壁化粧桧板張り 壁化粧桧板張り
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円

円

円

円

円

円

施策の内容、実績、及び効果

○住宅管理事業１と住宅管理事業２の内訳

○管理代行等の委託に要した経費（住宅管理事業１：委託料21,998,230円のうち）

円

円

円

〇実施設計業務委託に要した経費（住宅管理事業２：委託料1,234,200円）

市営住宅浅利曙団地3・4・5号棟外壁改修工事実施設計業務 円

○住宅補修工事の状況（住宅管理事業２：工事請負費29,989,300円）

円

円

円

浅利曙団地3号棟改修前 浅利曙団地3号棟改修後

一般会計

款 08 土木費

担当部署
〔R2部署〕

事　業　名 住宅管理事業 予
算
科
目

会計 01

建築住宅課 住宅係 目 01 住宅管理費

都市計画課 施設管理係 項 06 住宅費

事業名 事業費（円） 主なもの

事業費 62,666,530 事
業
の
目
的
・
目
標

　市営住宅等の維持管理に要する経費。
住宅管理事業１（経常的な経費）と住宅
管理事業２（臨時的な経費）からなる。
老朽化した住宅が多いため、住宅管理事
業２では、老朽化が進行した住宅（設
備）の改修を順次行っている。

財
源
内
訳

国庫支出金 50,229,000

県支出金 22,997

地方債

その他 12,414,533

一般財源

住宅管理事業１
（経常的経費）

31,119,648 委託料　    21,998,230円

住宅管理事業２
（臨時的経費）

31,546,882
委託料　     1,234,200円
工事請負費　29,989,300円

市営住宅　管理代行業務委託料 18,099,190

市営住宅　指定管理業務委託料 2,873,790

島根県定住促進住宅管理委託料 1,025,250

写真 写真

1,234,200

公社住宅和田団地下水道接続工事 887,700

江津中央団地4号棟EV敷居取替工事 2,860,000

市営住宅浅利曙団地3号棟外壁改修工事 26,241,600
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